X 4157：0000 IF <>"エラー! プロパティ名に誤りがあります。" X 4157：0000 IF <>"ｴﾗｰ! ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名に誤りがあります。" X 4157：0000  ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ｴﾗｰ! ｽﾀｲﾙが定義されていません。 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
X 4157：0000
 エラー! 指定したスタイルは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ああああ IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ああああ \* MERGEFORMAT
ああああ
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
X 4157：0000
 (ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002) IF <>"エラー! プロパティ名に誤りがあります。" (ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002) IF <>"ｴﾗｰ! ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名に誤りがあります。" (ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)  ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ｴﾗｰ! ｽﾀｲﾙが定義されていません。 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
(ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)
 エラー! 指定したスタイルは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ああああ IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ああああ \* MERGEFORMAT
ああああ
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
(ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)

X 4157：0000 IF <>"エラー! プロパティ名に誤りがあります。" X 4157：0000 IF <>"ｴﾗｰ! ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名に誤りがあります。" X 4157：0000  ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ｴﾗｰ! ｽﾀｲﾙが定義されていません。 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
X 4157：0000
 エラー! 指定したスタイルは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ああああ IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ああああ \* MERGEFORMAT
ああああ
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
X 4157：0000
 (ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002) IF <>"エラー! プロパティ名に誤りがあります。" (ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002) IF <>"ｴﾗｰ! ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名に誤りがあります。" (ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)  ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ｴﾗｰ! ｽﾀｲﾙが定義されていません。 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
(ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)
 エラー! 指定したスタイルは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ああああ IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ああああ \* MERGEFORMAT
ああああ
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
(ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)

X 4157：0000 IF <>"エラー! プロパティ名に誤りがあります。" X 4157：0000 IF <>"ｴﾗｰ! ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名に誤りがあります。" X 4157：0000  ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ｴﾗｰ! ｽﾀｲﾙが定義されていません。 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
X 4157：0000
 X 4157：2003 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" X 4157：2003 IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" X 4157：2003 \* MERGEFORMAT
X 4157：2003
 \* MERGEFORMAT
X 4157：2003
 \* MERGEFORMAT 
X 4157：0000
 (ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002) IF <>"エラー! プロパティ名に誤りがあります。" (ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002) IF <>"ｴﾗｰ! ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ名に誤りがあります。" (ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)  ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。 IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" ｴﾗｰ! ｽﾀｲﾙが定義されていません。 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT
 \* MERGEFORMAT 
(ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)
 (ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002) IF <>"エラー! 指定したスタイルは使われていません。" (ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002) IF <>"ｴﾗｰ! 指定したｽﾀｲﾙは使われていません。" (ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002) \* MERGEFORMAT
(ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)
 \* MERGEFORMAT
(ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)
 \* MERGEFORMAT 
(ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)


まえがき

この追補は，JIS X 4157:2002が，■■発行年月日■■付けで改正されたことに伴って発行されたものである。
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JIS

X 4157：2003

(ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)
SGML応用－トピックマップ
（追補１）

SGML Applications - Topic Maps
(Amendment 1)
序文　この追補は, ISO/IEC 13250:2000, SGML Applications — Topic Mapsに対して，2002年に発行された Technical Corrigendum 1を翻訳し，技術的内容及び規格票の様式を変更することなくJIS X 4157:2003 追補1として発行されたものである。

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある“参考”は，原国際規格にはない事項である。

JIS X 4157:2002を,次のとおりに改正する。
技術訂正　JIS X 4157:2002を,次のとおりに改正する。
参考
原規格のTechnical Corrigendum 1には, ISO/IEC 13250:2000を翻訳してJIS X 4157:2002を作成する際に明らかになった誤りに対する訂正が含まれる。それらの誤りの幾つかは, 既に訂正されてJIS X 4157:2002の規定を構成している。そこで, 既にJIS X 4157:2002に反映済みの技術訂正に関しては, 参考としてその旨を明らかにする。
 LISTNUM lista\l 1 \s 1  )
2. 引用規格　ISO 8879/Cor.3を削除する。
参考
この訂正は, 既にJIS X 4157:2002に反映されている。
b)
2. 引用規格　ISO/IEC 10744/Amd.1を削除する。
参考
この訂正は, 既にJIS X 4157:2002に反映されている。
c)
4. 記法　"Copyright(C)1999 International Organization ..."を"Copyright(C)2000 International Organization ..."に訂正する。"... defined in ISO/IEC 13250:1999, ..."を"... defined in ISO/IEC 13250:2000, ..."に訂正する。
参考
この訂正は, 既にJIS X 4157:2002に反映されている。
d)
附属書A　"<!attlist topicmap "を">"によって終端する。
参考
この訂正は, 既にJIS X 4157:2002に反映されている。
e)
附属書B　"...ISO/IEC 13250:1999..."を"...ISO/IEC 13250:2000..."に訂正する。
参考
この訂正は, 既にJIS X 4157:2002に反映されている。
f)
附属書C　次に示す附属書Cを追加する。
附属書C（規定）ウェブ指向トピックマップのためのXML DTD
附属書Cで示す文書型定義(以下, DTDという。)は，トピックマップ情報交換用の任意選択可能な規定としての（optional normative）構文を規定する。それは，XMLをよく用いる環境で，番地付け表現をInternet Engineering Task Forceが定義するとおりの統一資源識別子（URI）とする場合での使用を意図している。

備考
JIS X 4157：2002“SGML応用 － トピックマップ”は，二つの交換構文をもつ。一つは，HyTimeに基づくメタDTDであって，以降，“HyTM”（HyTimeトピックマップと呼ぶ。他の一つは，この附属書Cで与えられるDTDであって，以降，“XTM”（XMLトピックマップ）と呼ぶ（1）。XTMの規定は，TR X 0057：2002 “XMLトピックマップ（XTM） 1.0”で与えられる（2）。

注(1)
HyTMは，附属書Aで与えられている。HyTM及びXTMは，任意選択可能だがどちらか一方を選択しなければならないという“optional normative”の扱いになっていることに注意すること。

(2)
TR X 0057：2002の原規定は，http://www.topicmaps.org/xtm/1.0 で入手できる。

HyTMとXTMとの間の関係及び差異の要約を次に示す。

番地付け　HyTMでは，番地付け表現は，あらゆる番地付け記法で行える。XTMでは，番地付け表現は，常に統一資源識別子（URI）の形式を取る。

体系形式及び固定DTD　HyTMは，体系形式の集合（メタDTD）とする。XTMは，要素型定義の集合（DTD）とする。

要素及び属性　HyTMは，属性の使用を強調する。XTMは，可能なところでは要素を使用する。

“表示名”“整列名”及び“異形名”　HyTMは，表示及び整列のために異形の形式をもつ名前を許している。XTMは，あらゆる処理文脈のために異形の形式をもつ名前を許している。XTMでは，表示及び整列は，二つの特定な処理文脈に過ぎない。

“varlink”及び“単純xlink”　HyTMでは，参照は，主にHyTimeの“varlink”要素を用いて指定される。XTMでは，参照は，“単純xlink”を用いて指定される。

主題構成資源　HyTMでは，主題指示資源だけが，主題が番地付け可能か番地付け不可能かに関係なく，トピックの主題を宣言するために使用される。XTMでは，番地付け可能な主題及び番地付け不可能な主題が，異なる方法で参照される。

ファセット　HyTMでは，ファセットは，特性(及びその特性の値)を番地付け可能な主題へ割り当てるために使用される限定子とする。XTMは，トピックマップ作成者が情報オブジェクトをそれ自体の主題（主題構成資源）と明示的にみなすことを可能にするので，特性及び値（主題）を<association>要素を用いて番地付け可能な主題と関連付けることができる。XTMでは，<facet>要素は存在しない。

このDTDを次に示す。

<!-- This DTD can be invoked by the following DOCTYPE declaration:

<!DOCTYPE topicMap

        PUBLIC "ISO/IEC 13250:2000//DTD XTM//EN"

-->

<!ELEMENT topicMap

        ( topic | association | mergeMap )*

>

<!ATTLIST topicMap

        id ID #IMPLIED

        xmlns CDATA #FIXED 'http://www.topicmaps.org/xtm/1.0/'

        xmlns:xlink CDATA #FIXED 'http://www.w3.org/1999/xlink'

        xml:base CDATA #IMPLIED

>

<!ELEMENT topic

        ( instanceOf*, subjectIdentity?, ( baseName | occurrence )* )

>

<!ATTLIST topic

        id ID #REQUIRED

>

<!ELEMENT instanceOf ( topicRef | subjectIndicatorRef ) >

<!ATTLIST instanceOf

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT subjectIdentity

        ( resourceRef?, ( topicRef | subjectIndicatorRef )* )

>

<!ATTLIST subjectIdentity

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT topicRef EMPTY >

<!ATTLIST topicRef

        id ID #IMPLIED

        xlink:type NMTOKEN #FIXED 'simple'

        xlink:href CDATA #REQUIRED

>

<!ELEMENT subjectIndicatorRef EMPTY >

<!ATTLIST subjectIndicatorRef

        id ID #IMPLIED

        xlink:type NMTOKEN #FIXED 'simple'

        xlink:href CDATA #REQUIRED

>

<!ELEMENT baseName ( scope?, baseNameString, variant* ) >

<!ATTLIST baseName

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT baseNameString ( #PCDATA ) >

<!ATTLIST baseNameString

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT variant ( parameters, variantName?, variant* ) >

<!ATTLIST variant

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT variantName ( resourceRef | resourceData ) >

<!ATTLIST variantName

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT parameters ( topicRef | subjectIndicatorRef )+ >

<!ATTLIST parameters

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT occurrence

        ( instanceOf?, scope?, ( resourceRef | resourceData ) )

>

<!ATTLIST occurrence

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT resourceRef EMPTY >

<!ATTLIST resourceRef

        id ID #IMPLIED

        xlink:type NMTOKEN #FIXED 'simple'

        xlink:href CDATA #REQUIRED

>

<!ELEMENT resourceData ( #PCDATA ) >

<!ATTLIST resourceData

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT association

        ( instanceOf?, scope?, member+ )

>

<!ATTLIST association

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT member

        ( roleSpec?, ( topicRef | resourceRef | subjectIndicatorRef )* )

>

<!ATTLIST member

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT roleSpec ( topicRef | subjectIndicatorRef ) >

<!ATTLIST roleSpec

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT scope ( topicRef | resourceRef | subjectIndicatorRef )+ >

<!ATTLIST scope

        id ID #IMPLIED

>

<!ELEMENT mergeMap ( topicRef | resourceRef | subjectIndicatorRef )* >

<!ATTLIST mergeMap

        id ID #IMPLIED

        xlink:type NMTOKEN #FIXED 'simple'

        xlink:href CDATA #REQUIRED

>
JIS X 4157：2003
(ISO/IEC 13250：2000/Cor.1：2002)
SGML応用 － トピックマップ（追補１）
解　説
この解説は，本体及び附属書に規定･記載した事柄，並びにこれらに関連した事柄を説明するもので，規格の一部ではない｡

 LISTNUM list1 \l 1  
制定の趣旨　ISO/IEC 13250:2000の発行の後, JIS化のための翻訳が行われると共に, 幾つかのシステムにトピックマップが実装された。それによって規定内容の詳細が再検討され, 日本及びノルウェーから訂正要求が提出された。ノルウェーの要求は, 実装容易な構文との整合に関するものであり, 日本からの要求は, JIS化の検討の際に明らかになった不正確な記述の修正であった。
日本からの訂正要求項目の中で, 議論の余地のない訂正については, 既にJIS X 4157:2002の中に反映されている。しかし, 追補1として国際的に承認された訂正内容をそのまま翻訳し, 既にJIS X 4157に反映済みの訂正項目に関しては, 参考としてその旨を明らかにすることは, ISO/IEC 13250:2000とJIS X 4157との記述の差異に基づく読者の混乱を軽減するために有効である。訂正項目の一つである附属書Cの追加は, トピックマップの実装に際して有効である。

 LISTNUM list1 \l 1  
制定の経緯　ISO/IEC 13250:2000に対するCor.1の原案(SC34 N220)[1]は, 2001年9月の投票で承認され, Voting Summary(SC34 N260)[2], [3], [4]に示されるとおり, 反対なしで承認された。日本, ノルウェー, UK, USからのコメントに対する議論が行われ, 2002年11月になってその結果がCor.1として配布(SC34 N270)[5]された。
それを反映したTMの規格本体は, SC34 N322[6]としてまとめられ, 読み易さを考慮してISOではこれをISO/IEC 13250, Topic Maps (Second Edition)として出版[7]することになった。
国内では, 当初国際がCorrigendumとして活動していたこと, 主要な修正が附属書Cの追加だけであることから, 修正内容だけを記述した追補による出版を行うことにした。そこでCor.1が承認された段階で, (財)日本規格協会の情報技術標準化研究センター(INSTAC)に設けられた"文書処理及びフォントの標準化調査研究委員会"(DDFD)は, それをJIS追補とするための検討を開始した。Cor.1を翻訳したJIS X 4157 追補1原案が作成され, 2003年1月に経済産業省に提出された。

 LISTNUM list1 \l 1  
審議中の主要検討課題　

 LISTNUM list1 \l 2  
訂正項目の表記　原規格のISO/IEC 13250:2000/Cor.1:2002は, 訂正項目に対して順序付けしていないが, この追補1では, 見易さを考慮して, a), b), c), ...の順序付き箇条として訂正項目を示している。
 LISTNUM list1 \l 1  
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 LISTNUM list1 \l 1  
原案作成委員会　原案作成委員会である(財)日本規格協会 情報技術標準化研究センター(INSTAC)の"文書処理及びフォントの標準化調査研究委員会"(DDFD)は, 学識経験者, メーカ及び利用者で構成され, その委員会の中に実際の翻訳作業を行う作業グループ1(DDFD-WG1)が設置されている。それらの構成員を解説表1及び解説表2に示す。
解説表 1　文書処理及びフォントの標準化調査研究委員会 構成表
	
	氏名
	所属

	(委員長)
	池田 克夫
	大阪工業大学

	(幹事)
	鯵坂 恒夫
	和歌山大学

	(幹事)
	小町 祐史
	パナソニックコミュニケーションズ株式会社 (SC34専門委員会委員長)

	
	安達 淳
	株式会社沖データ

	
	内山 光一
	株式会社東芝

	
	小笠原 治
	社団法人日本印刷技術協会

	
	高沢 通
	大日本スクリーン株式会社

	
	高橋 亨
	株式会社日立製作所

	
	岩田 悟志
	経済産業省商務情報政策局

	
	木戸 達雄
	経済産業省産業技術環境局

	
	大久保 彰徳
	株式会社リコー

	
	宮本 義昭
	日本ユニシス株式会社

	(オブザーバ)
	高橋 昌行
	経済産業省産業技術環境局

	(事務局)
	内藤 昌幸
	財団法人日本規格協会


解説表 2　作業グループ1(DDFD-WG1) 構成表
	
	氏名
	所属

	(主査)
	小町 祐史
	パナソニックコミュニケーションズ株式会社 (SC34専門委員会委員長)

	(幹事)
	内山 光一
	株式会社東芝

	(幹事)
	高橋 亨
	株式会社日立製作所

	
	安達 淳
	株式会社沖データ

	
	今郷 詔
	株式会社リコー

	
	小笠原 治
	社団法人日本印刷技術協会

	
	奥井 康弘
	株式会社日本ユニテック

	
	内藤 求
	株式会社シナジー･インキュベート

	
	内藤 広志
	大阪工業大学

	
	野口 高成
	ネクストソリューション株式会社

	
	渡部 賢一
	財団法人日本規格協会

	(オブザーバ)
	浅利 千鶴
	浅利会計事務所

	
	大久保 彰徳
	株式会社リコー

	
	高橋 昌行
	経済産業省産業技術環境局

	(事務局)
	内藤 昌幸
	財団法人日本規格協会
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